ジェンダー化されるサイボーグ－身体の復権とフェミニズム－ by 沢崎, 壮宏
Titleジェンダー化されるサイボーグ－身体の復権とフェミニズム－
Author(s)沢崎, 壮宏













のような思潮が無くなったわけではない。ボードリヤールの思想(Jean Baudrillard, La société 


































い。実のところ、1980年代は｢サイボーグの時代｣でもあって(Anne Balsamo, Technologies of 
the Gendered Body, 1996)、最初、サイボーグは｢モノ離れ｣していく身体を象徴していた。 
｢モノ離れ｣する身体からは、やがてジェンダーまでもが遊離していくことになった。ジ
ェンダーを｢文化装置 apparatus｣として告発しようとしなかったフーコー(Michel Foucault, 
L’histoire de la sexualité I, 1976)を激しく糾弾するフェミニストたちは、そのフーコーの分析
手法を徹底的に駆使してジェンダーを文化的決定に還元し、男性主義的なディスクールそ






















































































































































































































































































































(M. E. Clynes and N. S. Kline, “Cyborgs and Space”, Astronautics, 1960)。それは人間と機械との
ハイブリッドで、自己制御することができるという点で通常の機械とは異なっており
(self-regulating man-machine systems, command-control-communication-intelligence system = C3I)、
その自己制御を司るフィードバック機構については、すでにウィーナー(Nobert Wiener)に
よってかなりのところ論じられていた(Cybernetics of Control and Communication in the 





























ながら、生きていくことの象徴でありうる｣(“ Cyborgs to Companion Species : 





















り、その新しさは、｢いつも部分的で、具体化され、局在化された視点 an always partial, 




















白している(“Cyborgs, Coyotes, and Dogs : A Kinship of Feminist Figurations”, The Harawey 





































その諸可能性はしかも共立する(large array of possible ontologies)。というのも、宇宙はまだ
完成しておらず(worlds in making)、そのダイナミズムは宇宙を固定すること、静的な本質
規定を通して実体化[名詞化]してしまうことを禁ずる(getting at the world as a verb)。結局の
ところ、サイボーグを引き合いに出すハラウェイの真意は、宇宙のあり様について｢別の可
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